
西
看
護
婦
規
則
制
定
以
前
の
看
護
婦

養
成
の
実
情
に
つ
い
て
．
：
．
：
…
。
：
…
平
尾
真
智
子
（
率
艫
塞
罐
）

三
太
政
官
日
誌
か
ら
見
た
戊
辰
戦
争
…
奥
沢
康
正
（
京
都
市
）

ｌ
幕
末
維
新
の
衛
生
史
考
Ｉ
安
部
達
也
（
京
都
市
）

宍
野
口
英
世
箕
面
銅
像
の
建
立
経
緯
：
石
原
理
年
（
京
都
大
学
）

特
別
講
演

戦
国
武
将
の
病
気
と
性
格
：
。
．
…
・
…
・
…
・
脇
田
修
（
麸
諏
誰
騨
）

閉
会
の
こ
と
ば
…
…
・
・
…
…
：
：
…
・
…
…
…
・
・
杉
立
義
一

一
月
例
会
平
成
二
年
一
月
二
十
日
（
土
）
順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
灸
寺
・
粟
生
病
院
訪
問
記

Ｉ
灸
・
漢
方
薬
で
精
神
科
疾
患
を
治
療
Ｉ
岡
田
靖
雄

二
済
生
学
舎
の
歴
史
に
つ
い
て
唐
沢
信
安

二
月
例
会
平
成
二
年
二
月
二
十
四
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
「
か
ぜ
」
の
話
蔵
方
宏
昌

二
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
出
土
の
古
医
書
焼
片
に
つ
い
て

真
柳
誠
・
小
曽
戸
洋

三
月
例
会
平
成
二
年
三
月
十
七
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

例
鯵
会
記
録

中
国
に
お
け
る
欠
歯
の
風
習
に
つ
い
て

戸
出
一
郎

医
療
以
外
の
目
的
で
歯
を
抜
く
行
為
を
、
医
療
と
区
別
す
る
た
め
に
、
抜

歯
と
い
う
用
語
を
避
け
、
欠
歯
と
呼
ぶ
。

中
国
大
陸
で
は
、
解
放
後
、
各
地
で
遺
跡
の
発
掘
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
伴

っ
て
欠
歯
の
事
例
が
多
数
発
見
さ
れ
た
。

遺
跡
の
主
な
所
在
地
は
、
山
東
省
の
泰
安
大
佼
口
、
曲
阜
西
夏
侯
、
亮
州

王
因
、
郷
県
野
店
、
膠
県
三
里
河
、
江
蘇
省
郵
県
大
域
子
、
福
建
省
間
侯
県

石
山
、
広
東
省
増
城
金
蘭
寺
、
湖
北
省
房
県
七
里
河
等
で
そ
の
分
布
範
囲
は

黄
河
下
流
、
准
水
下
流
、
長
江
中
下
流
、
珠
江
下
流
、
華
南
地
方
の
ほ
と
ん

一
日
本
占
領
下
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
薬
用
植
物
研
究
津
谷
喜
一
郎

二
慶
應
義
塾
大
学
の
食
養
研
究
所
の
生
涯
大
村
敏
郎

五
月
例
会
平
成
二
年
五
月
二
十
日
（
日
）

順
天
堂
大
学
有
山
記
念
講
堂

（
五
月
の
例
会
は
浅
田
宗
伯
生
誕
一
七
五
年
祭
に
振
り
か
え
た
）

浅
田
宗
伯
生
誕
一
七
五
年
祭

主
催
浅
田
宗
伯
生
誕
一
七
五
年
祭
実
行
委
員
会

一
奥
田
多
門
と
浅
田
宗
伯
そ
の
他
矢
数
道
明

二
浅
田
宗
伯
先
生
の
門
人
指
導
の
方
法
長
谷
川
弥
人

三
浅
田
流
漢
方
に
つ
い
て
坂
口
弘

口
例
一
鐸
湾
蕊
ゞ
歩
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ど
中
国
全
域
に
広
が
っ
て
い
る
。

時
代
的
に
は
、
大
枚
口
文
化
初
期
、
す
な
わ
ち
紀
元
前
四
五
○
○
年
頃
か

ら
中
期
に
わ
た
っ
て
も
っ
と
も
盛
ん
で
あ
る
が
、
大
波
口
文
化
晩
期
か
ら
急

速
に
減
少
し
、
竜
山
文
化
期
に
な
る
と
次
第
に
消
滅
し
て
ゆ
く
。
そ
の
後
の

時
代
の
も
の
で
は
、
山
東
省
城
子
崖
に
お
け
る
戦
国
時
代
の
墓
葬
か
ら
発
掘

さ
れ
た
、
成
年
男
子
五
体
の
右
側
上
顎
側
切
歯
の
抜
去
例
が
報
告
さ
れ
て
い

る
が
、
他
に
は
信
ず
る
に
足
る
報
告
は
な
い
。
し
か
し
文
献
に
よ
れ
ば
、
こ

の
風
習
は
一
部
の
民
族
に
よ
っ
て
引
き
つ
が
れ
、
近
代
ま
で
続
い
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。

欠
歯
の
実
状
は
、
性
別
で
は
男
女
共
に
高
率
に
現
れ
、
年
齢
は
幼
少
年
期

に
は
見
ら
れ
ず
、
十
四
歳
前
後
の
成
人
期
に
行
わ
れ
て
い
る
。

欠
歯
部
位
は
ほ
と
ん
ど
の
例
（
四
五
二
例
中
四
○
二
例
）
が
両
側
上
顎
側

切
歯
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
我
国
縄
文
時
代
の
複
雑
な
欠
歯
様
式
と
は
著
し
く

異
る
も
の
で
あ
る
。

有
史
時
代
に
な
る
と
、
前
記
の
戦
国
時
代
の
例
を
除
い
て
は
、
す
べ
て
文

献
に
見
ら
れ
る
の
承
で
あ
る
。
文
献
は
周
秦
時
代
の
作
と
い
わ
れ
る
『
山
海

経
』
を
初
め
と
し
て
、
近
代
清
朝
期
に
至
る
各
時
代
に
存
在
す
る
。
こ
れ
ら

の
文
献
に
よ
れ
ば
、
欠
歯
を
行
う
民
族
は
、
初
め
僚
と
呼
ば
れ
、
後
に
佗

倦
、
さ
ら
に
、
打
牙
佗
倦
と
呼
ば
れ
る
民
族
で
あ
る
。
打
牙
佗
倦
に
お
け
る

欠
歯
の
風
習
は
、
十
九
世
紀
半
ば
ま
で
は
結
婚
に
伴
う
風
習
と
し
て
存
在
し

た
が
、
そ
れ
以
後
は
完
全
に
廃
れ
て
し
ま
っ
た
。

欠
歯
の
部
位
は
ほ
と
ん
ど
が
両
側
上
顎
側
切
歯
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
か
ら

欠
歯
の
意
義
を
推
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
実
施
の
年
齢
が
成
人
期
で

あ
る
こ
と
、
男
女
と
も
高
率
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
基
き
、
ま
た
後
代
の

唐
沢
信
安

済
生
学
舎
が
な
ぜ
「
廃
校
」
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
日
大
き
な
謎

を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
済
生
学
舎
が
、
現
在
の
日
本
医
科
大
学
の
源
流
に

な
っ
て
い
る
事
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

済
生
学
舎
は
、
明
治
九
年
四
月
九
日
、
長
谷
川
泰
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た

医
術
開
業
試
験
の
た
め
の
医
学
校
で
あ
る
。
泰
の
師
で
あ
る
順
天
堂
の
佐
藤

、
、
、
、
、
、
、

尚
中
の
遺
志
で
あ
る
洋
方
医
の
早
期
養
成
を
受
け
継
い
で
、
多
く
の
医
家
を

や
よ
い

世
に
送
っ
た
。
そ
の
中
で
、
野
口
英
世
や
吉
岡
弥
生
等
の
学
者
や
指
導
者
が

こ
の
学
校
の
出
身
者
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
済
生
学
舎
が
廃
校
に
な
っ
た
の
は
、
長
い
間
の
東
大
赤
門
派
閥
の

指
導
者
と
の
闘
争
史
で
あ
っ
た
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

明
治
二
十
三
年
頃
に
な
る
と
、
森
鴎
外
や
青
山
胤
道
（
後
の
東
京
帝
国
大

学
医
科
大
学
学
長
）
等
が
会
談
し
て
済
生
学
舎
の
教
育
を
批
判
痛
罵
す
る
よ

う
に
な
る
。
そ
れ
は
森
鴎
外
の
『
医
育
論
』
の
中
で
見
る
事
が
で
き
る
。

次
い
で
、
明
治
三
十
一
年
の
暮
よ
り
三
十
二
年
の
春
に
か
け
て
「
医
師
会

法
案
事
件
」
な
る
物
が
起
っ
た
。
全
国
の
開
業
医
四
万
人
が
、
自
ら
の
権
利

と
品
位
の
向
上
を
求
め
て
、
大
日
本
医
会
を
通
じ
て
国
会
に
医
師
法
案
な
る

文
献
を
参
照
し
て
考
察
す
れ
ば
、
欠
歯
は
成
人
式
又
は
婚
姻
儀
礼
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
文
献
に
よ
れ
ば
、
服
喪
の
儀
礼

と
し
て
も
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
．
（
平
成
元
年
十
一
月
例
会
）

済
生
学
舎
の
歴
史
に
つ
い
て
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